
特定非営利活動法人 日本火山学会
2022年度 定期総会

2022年５月25日現在 維持会員数 ２８２名
維持会員の１/３以上の出席で総会成立 ２８２/３＝９４

フォーム等による出席・投票者数 120名 ＞94名であり、総会成立



議題１ 2021年度決算案
および 2021年度決算に対する監査結果 (財務委員会)

○名目および実質赤字 46万円．
赤字額は，コロナ禍で各種事業が中止・オンライン化されたものの，例年並みに．

○経常収入：1365万円（前年比＋174万; 前々年比＋68万）
増収は「火山」特集号の効果が大．

○経常支出：1411万円（前年比＋253万; 前々年比＋38万）
当初予算に比べ支出は大幅に小．ただし前年度に比べコロナ禍影響は小．

(続く)

経常収入

（公開講座講演会用，2021は使いきれずに半分程度を返納）



議題１ 2021年度決算案
および 2021年度決算に対する監査結果 (財務委員会)

(続く)

経常支出

2021予算 2021実績 実績差異



議題１ 2021年度決算案
および 2021年度決算に対する監査結果 (財務委員会)

経常支出(続き)



(財務委員会)

議題１ 2021年度決算案
および 2021年度決算に対する監査結果



議題２ ２０２２年度予算案 (財務委員会)

(続く)

経常収入

○経常収入：1531万：前年度予算＋335万円
前年より増額．秋季大会のハイブリッド開催（現地＋オンライン）対応 ＝大会参加費値上げ

○経常支出：2263万：前年度予算+21万円
秋季大会はハイブリッド開催とし，オンラインは今期も業者委託予定（160万）．

○収支差額：計算上は 732万円赤字 →実際はここまでの赤字にはならない想定．
‥‥余裕をある程度取っている（ただし前年度より圧縮）＋節約等 引き続き節約を

お願いします

（公開講座講演会用，例年70～110万円採択）

今期もコロナ禍の影響が残る見込み



議題２ ２０２２年度予算案 (財務委員会)

(続く)

経常支出

2021実績 2022予算 予算額差異



議題２ ２０２２年度予算案 (財務委員会)

経常支出(続き)



議題３

役員選挙結果報告



議題４ 選挙管理委員会の任務修了の確認および選挙管理委員会の解散

議題３による役員選挙結果の承認を受けて、選挙管理委員会の任務が完了したこと
を確認し、選挙管理委員会を解散する．



議題５ ２０２２年度役員（監事）人事

2022年度役員（監事）として、風早康平会員、武尾実会員を選出する．



議題６ 議事録署名人の選出

本総会の議事録署名人として，高木朗充・千葉達朗両副会長を選出することを提案する．



議決結果

議題1 2021年度決算案および2021年度決算に対する監査結果
賛成117、 反対1、 白票2

議題2 2022年度予算案
賛成117、 反対1、 白票2

議題3 役員選挙結果の承認
賛成118、 反対1、 白票1

議題4 選挙管理委員会の解散
賛成116、 反対1、 白票3

議題5 役員人事（監事）の承認
賛成116、 反対2、 白票2

議題6 議事録署名人の承認
賛成118、 反対0、 白票2

議題1～6はすべて承認されました。ご協力ありがとうございます。



報告１．2022年度日本火山学会各賞の授賞選考結果

2022年度の授賞の状況

・学会賞 1 件 （2021: 0件, 2020: 1件, 2019: 1件）

（表彰規程）日本の火山学の発展に対し長年において特段の貢献のあった個人ま
たは団体に授与する．

・普及啓発賞 なし （2021: 1件, 2020: 1件, 2019: 1件）

・優秀学術賞 なし （2021: 0件, 2020: 0件, 2019: 2件）

・研究奨励賞 1 件 （2021: 1件, 2020: 0件, 2019: 1件）

（表彰規程）火山学に関する優れた論文を発表し，将来，火山学の発展への貢献
が期待される35才歳以下の本会会員（受賞授賞対象年の4月1日で35歳以下の
者）に授与する．

・学生優秀論文賞 1 件 （2021: 2件, 2020: 2件, 2019: 2件）

（表彰規程）火山学に関する独創的で特に優れた論文を投稿時点において学生と
して筆頭執筆した本会会員に授与する．

・論文賞 2 件 （2021: 2件, 2020: 2件, 2019: 2件）

（表彰規程）雑誌「火山」あるいは「Earth, Planets and Space」に掲載された論
文中，火山学に関する独創的で特に優れた論文の著者に授与する．



■ 日本火山学会賞 第12号

被推薦者： 篠原 宏志
被推薦者所属：産業技術総合研究所・活断層火山研究部門
推薦者： 大場 武、森 俊哉、風早竜之介、森田雅明
授賞対象となる研究課題名あるいは貢献活動名：

マグマ揮発性物質の観測・実験・モデリングに基づく火山現象解
明への貢献

授賞理由：
篠原氏は、高温の火山ガスに含まれる塩化水素濃度を決める要因を解明するため

メルトと流体相間の塩化物分配実験やモデル化を行い、塩化物の存在下では流体相
のHCl/NaClは圧力が低いほど上昇することを明らかにするなど、火山ガス研究分
野で国内外における火山学への多大なる貢献があった。その他にも、薩摩硫黄島で
の観測により着想を得た火道内対流モデルの提案等、独創的な研究成果による火山
学への寄与にとどまらず、モニタリングの重要性をふまえた火山ガス観測手法の研
究開発も行う等、国際的にも評価される火山ガス研究の第一人者であり、国内外を
問わず本研究分野を牽引してきた。さらには、日本火山学会会長、IAVCEI執行役員
や、JVGR誌等の国際誌の編集者を務め、国際的な火山学コミュニティにおける日
本の地位向上に寄与した。
以上のように、日本の火山学の発展に対し長年において特段の貢献があった篠原
氏を2022年度日本火山学会賞授賞者に選定する。



■ 日本火山学会研究奨励賞 第30号

被推薦者： 松本 恵子
被推薦者所属：産業技術総合研究所・活断層火山研究部門
推薦者： 篠原宏志、三輪学央、中村美千彦、下司信夫
授賞対象となる研究課題名あるいは貢献活動名：

火山噴出物組織の形成・分解過程に着目した噴火ダイナミクスの
再構築

授賞理由：
松本氏の岩石の微細組織解析を主な手法とした研究成果は火山噴火現象の理解に

大きく貢献している。また、熱履歴、酸化反応履歴を解析する研究手法も独自性が
高い。これら手法を用いた火山噴火の時間推移の解明は火山学への重要な貢献であ
るとともに、噴火の現状把握や事後予測に関する情報の提供に資するものである。
以上のように、火山学に関する優れた論文を発表し、将来も火山学の発展への貢献
が期待されることから、松本氏を2022年度日本火山学会研究奨励賞授賞者に選定
する。



■日本火山学会学生優秀論文賞 第9号

被推薦者： 村松 弾
被推薦者所属：九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻

（2022年4月以降：東京大学地震研究所）
推薦者： 自薦
授賞対象となる研究課題名あるいは貢献活動名：

Dan Muramatsu, Mie Ichihara, Takeshi Matsushima, Osamu Kuwano,
Yasuhisa Tajima (2022) Surface eruptive dynamics of 2018 small phreatic
eruption of Iwo-Yama volcano, Japan: Constraints from seismo-acoustic
observation and mud suspension rheology. J. Volcanol. Geotherm. Res., 421,
107452, doi:10.1016/j.jvolgeores.2021.107452.

授賞理由：
本論文は、霧島山硫黄山の小規模水蒸気噴火のメカニズムを、火口近傍での空振・

地震観測、及び映像記録に基づき解明した、独自性の高い研究成果である。得られた
空振波形の特徴は噴出物のレオロジー特性の変化が支配するという仮説を実験結果も
統合することで検証した点は独創的である。今後類似の噴火現象の観測やレオロジー
理論によるモデリング、実験などを通して検証されるべき新たなフレームワークを示
した。
以上のように、火山学に関する独創的で特に優れた論文を投稿時点において学生と

して筆頭執筆した村松氏を2022年度日本火山学会学生優秀論文賞授賞者に選定する。



■ 日本火山学会論文賞 第30号

著者： 市來雅啓、海田俊輝、中山貴史、三浦 哲、山本 希、森
田裕一、上嶋 誠
論文名： Masahiro Ichiki, Toshiki Kaida, Takashi Nakayama, Satoshi
Miura, Mare Yamamoto, Yuichi Morita & Makoto Uyeshima (2021) Magma
reservoir beneath Azumayama Volcano, NE Japan, as inferred from a three-
dimensional electrical resistivity model explored by means of
magnetotelluric method. Earth Planet Space, 73, 150,
doi:10.1186/s40623-021-01451-y.

授賞理由：
傾斜変動の解析を基本としながら、地震発生場との比較、噴煙映像に基づく熱放

出過程の解析との比較など、地下・地表現象を対象とした多項目観測に基づき、
2018年本白根噴火の発生場をふまえた包括的モデルを提示した。傾斜データから
地下で動いた熱水量を評価するとともに、気象レーダを使用して放出された熱水量
の見積もりも行い、地下の熱水系の物質とエネルギー収支から現象を考察した新規
性に富む論文である。
以上のように、火山学に関する独創的で特に優れた本論文を発表したTerada et

al.(2021)を2022年度日本火山学会論文賞授賞者に選定する。



■ 日本火山学会論文賞 第31号

著者： 寺田暁彦、神田 径、小川康雄、山田大志、山本 希、大
倉敬宏、青山 裕、筒井智樹、鬼澤真也
論文名： Akihiko Terada, Wataru Kanda, Yasuo Ogawa, Taishi Yamada,
Mare Yamamoto, Takahiro Ohkura, Hiroshi Aoyama, Tomoki Tsutsui, Shin’ya
Onizawa (2021) The 2018 phreatic eruption at Mt. Motoshirane of
Kusatsu–Shirane volcano, Japan: eruption and intrusion of hydrothermal fluid
observed by a borehole tiltmeter network. Earth Planet Space, 73, 157,
doi:10.1186/s40623-021-01475-4.

授賞理由：
吾妻山の３次元比抵抗構造解析によってマグマ供給系を可視化したことに加え、

比抵抗値から地下の流体の体積分率の推定、さらには熱水流体の存在、地殻変動源
と比抵抗構造との位置関係の必然性を論じるなど、意欲的に考察を展開した。また、
流体の割合をモニタリングすることで噴火の準備過程を把握できる可能性を示した
点で、防災上も極めて重要な論文である。
以上のように、火山学に関する独創的で特に優れた本論文を発表したIchiki et

al.(2021)を2022年度日本火山学会論文賞授賞者に選定する。



報告２．各賞選考委員会規程の修正

外部表彰の推薦の候補者選考等を所掌する委員会は、現在火山学会で規定され
ていない。
このような任務は各賞選考委員会が最も近いと考えられるため、委員会で検討

を行い、規程を修正して同任務を各賞選考委員会で行うことを提案し、理事会で
承認された。

■常設委員会設置規程
特定非営利活動法人日本火山学会各賞選考委員会規程
（修正前）
２．各賞選考委員会は以下に関する任務を行なう。
・特定非営利活動法人日本火山学会表彰規程に定める各賞の選考
に関する事項
（修正後）
２．各賞選考委員会は以下に関する任務を行なう。
・特定非営利活動法人日本火山学会表彰規程に定める各賞の選考
に関する事項
・特定非営利活動法人日本火山学会以外の団体・個人が行う表彰
に係る推薦の候補者の選考等に関する事項



報告 会員動向

庶務委員会

会員動向： ２０２２年５月２３日現在
会員数 １０２７名 （維持会員 ２８２名、 学術会員 ６３３名、 一般会員１１２名）
（２０２１年春と比較して、－9名 （維持会員-6、学術会員ー8、一般会員＋５））



報告 会員動向

庶務委員会

会員動向： ２０２２年５月２３日現在
会員数 １０２７名 （維持会員 ２８２名、 学術会員 ６３３名、 一般会員１１２名）

（２０２１年と比較して、-９名 （維持会員Ḙ６、学術会員ー８、一般会員＋５））



報告 会員動向

新規入会者 （２０２１年度臨時総会以降）

・学術会員 1名
市村美沙

・学術（学生）会員 4名
木尾竜也・武田歩真・田城陽菜・山口健介

・一般会員 2名
眞木教雄・箕輪健太郎



報告 会員動向

逝去：5名 お悔やみ申し上げます。

・維持会員 2名
小宮学 ・ 渡辺一徳

・学術会員 3名
佐藤俊一 ・ 田澤堅太郎 ・ 仲 二郎



報告 会員動向

2022年度・除名対象：9名 （５月２３日現在）

・維持会員 2名
伊藤順一・眞島英壽

・学術会員 3名
角井朝昭・鶴我佳代子・西辻和也
・一般会員 2名
都丸翔平・松本由佳

会費納入は学会ブースでも承っております



報告 会員動向

庶務委員会

会員名簿作成中
学会ウェブサイト 学会からのお知らせ にある会員情報の更新フォームから、
会員情報の更新をお願いします
フォームが利用できないときは、
学会事務局までお問い合わせください．

ＰＤＦ化して、パスワード付きで
学会ウェブサイトに掲載します。

ご協力よろしくお願いします。



2022年度秋季大会開催について

大会委員会



学術講演会日程変更
 学術講演（ハイブリッド開催部分）を当初予定していた2022年11月3日
（水）—5日（金）から

2022年10月12日（水） — 14日（金）
に変更する．

 LOCでは2021年初頭には三島市を通して学術講演会場（三島市民文化会
館）を特例で予約していた（通常は1年前から予約が可能）．

 特例での予約が三島市民会館に見逃され，他の予約を入れてしまった．

 複数の団体の予約であるために日程を変えてもらうための交渉は困難で
あることから，火山学会側が日程を移動することを決断した．

再発防止策
秋季大会の予約は，会場にとって特例として早期に予約されていることがあ
るため，予約が見逃される可能性がある．また，公的機関の場合，年度替わ
りで担当者が変わることがあるために予約が引き継がれない可能性もある．
そのため，大会委員会・LOCと会場側で定期的に連絡を取る必要があるだろ
う．



予稿締め切り

Webによる申し込み締め切り

2022年9月1日（木）午後4時

ウェブサイトは8月上旬にオープンする予定．

郵送による申し込み締め切り

2022年8月25日（木）必着



口頭発表

 2022年10月12日（水） — 14日（金）にかけてハ
イブリッド形式で行う．

 2会場で行うが，会場は十分に大きい（A会場1200
名，B会場350名）ため入場制限などは行わない．

発表者が現地でのみ発表を行うかオンラインでの発
表も認めるかについては未定．



ポスター発表
 2022年10月12日（水）—14日（金）に対面で，
10月17日（月）—19日（水）にかけてオンラインで行う．

 ポスター会場は密を避けつつ全てのポスター発表を行うほど
のスペースはないので，対面とオンライン両方での発表を行
う．

 対面発表とオンライン発表を同日に行うと現地参加者のネッ
ト環境に問題が生じるので，対面発表とオンライン発表を別
日に行うことにした．

 対面発表は学生・若手研究者を優先とする予定であるが詳細
は検討中．

 対面発表をした者がオンライン発表をすることを義務とする
かどうかは検討中．



交流会
コロナ前と同じように対面で行う予定であるが，詳細は未定．

一般公開行事
10月15日（土）もしくは11月6日（土）に行う予定．

現地討論会
富士山・伊豆半島で行う予定であるが，日程など詳細は未定．



参加費

社会人 10,000円（昨年度5000円）
学生 3000円（昨年度2000円）
シニア 3000円（昨年度2000円）
非会員 15,000円（昨年度7000円）

過去2年間のオンライン開催よりも会場費とハイブ
リッド開催委託料に余計に費用がかかる（今年度はハ
イブリッド開催であるため）ため，参加費の値上げが
必要である．



2023年度秋季大会
2021年12月から2022年2月にかけて公募を行い，1件の応募
があった．応募書類を審査した結果，秋季大会開催に問題が
ないという結論に至った．

開催時期（予定）
学術講演会:2023年10月18日（水）—20日（金）
現地討論会:2023年10月21日（土）
一般講演会・公開講座:未定

開催場所（予定）
学術講演会:かごしま県民交流センター
現地討論会:桜島火山
一般講演会:未定




